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太陽光パネル2R事業の取り組み 

2 

 東京都でPV処理事業スタート 
 【PV専用装置では東京都初】 

 京都PVリサイクルセンター開設 
（以下「KPRC」)【PV専門処理工場開設】 

 移動式アルミフレーム、ジャンクションBOX分離装置を
株式会社タイガーチヨダ共同開発 
 

 AGC株式会社とPVガラスの水平リサイクルの実用化開始 
 

 セントラル硝子プロダクツとPVガラスの水平リサイクル
の実用化開始 

 一般社団法人太陽光パネルリユース・リサイクル協会設立 
 

 東京都太陽光発電設備高度循環利用推進協議会へ参画 

2015 2017 2020 2021 2022 2023 2019 

 早稲田大学などとリサイクル共同研究 
【太陽光パネルの選択的解体方法および解
体装置の特許出願 

 丸紅㈱とリクシア㈱を設立 
 

 KPRCにPVリサイクルハンマーの増設 
 

2024 

 太陽電池モジュールのリサイクル方法特許出願 
 

 サーキュラーエコノミーあいち参画 

 NEDO：太陽光発電リサイクル技術開発 
プロジェクト「低コスト分解処理技術実証」 

2025 

 KPRC処分業許可取得 
 

 アルミフレーム・J-BOX分離装置特許所得 



太陽光パネル排出予測 
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引用：中央環境審議会循環型社会部会太陽光発電設備リサイクル制度小委員会 

排出見込量(万t) 

引用：太陽光発電開発戦略2020（NEDO PV Challenges 2020) 

太陽光パネルの構成は、ガラス約63%を占める。 

大量廃棄時代にはガラスだけで約30万トン/年のガラスが排出される 

約50万t/年
発生 

排出量は2030年代半ばから増加し、最大50万ｔ/年程度になる見込みで、これが全て直接

埋立処分された場合、2021年度の最終処分量869万ｔ/年に対して約5％に相当する。 
 

⇒リサイクルを着実に進めなければ、最終処分量の大幅な増加に繫がることになる。 



リサイクルカレット受入規格 
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種類 異物 サイズと許容濃度 

有機化合物 フィルム、紙、ゴム、木片等 
10mm未満 
20ppm未満 

10mm以上 
無いこと 

砂利、セラミック、セメント等 
0.5mm未満 

1000ppm未満 
0.5mm以上 
無いこと 

鉄片 ステンレスを除く 
1mm未満 

10ppm未満 
1mm以上 
無いこと 

非鉄金属類 アルミ、ステンレス等 無いこと 

出所：AGC 板ガラスのリサイクルの現状と課題より、㈱浜田作成 

回収ガラスカレット受入品質規格 

サンプル 
樹脂残量 

（％-ガラス基準) 

A 1.80 

C 2.53 

D 1.03 

E 0.63 

Avg. 1.49 

初期プロセスでの樹脂残存量 
プロセス改善後の樹脂残存量 

オペレーション改善後を実施しても 
樹脂残存量が要求品質に適合しない 

引用：太陽光パネルの高度循環に向けた実証調査業務委託より㈱浜田作成 

依頼品名 WJ未処理 

乾燥後重量(g) 41.3284 

強熱後重量(g) 41.2854 

減量(g) 0.0430 

減少率(ppm) 4084.50 

引用：東京都産業技術研究所テスト依頼試験結果より 



 ❷切断 

❷破砕 

❸破砕 

銅等の評価で 
スクラップリサイクル 

アルミ原料として 
リサイクル 

ガラスメーカーにて
ガラス原料へ 

ガラス原料へ 

精錬会社にて 
溶解後Ag等抽出 

京都PVリサイクルセンター（京都府八幡市） ※赤字は中間処理許可名 

ガラスの水平リサイクル 

が可能に 

❶切断・選別 

新プロセス導入のリサイクルフロー 
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分析結果 

新プロセスのポイント 

 ガラスの高度利用するための有機物除去プロセス 

処理前 

拡大写真 

処理後 

ウォータージェット工法を施したPVガラス比較写真 

処理後のPVガラスにウォータージェット工法を施すことで、残存有機物量が１０～20ppm以下
まで除去ができた。そのため、板硝子協会の受入基準に適合し水平リサイクルが可能となった。 

 特に難しいのがガラスの表面に凸凹なエンボス加工が施されており、その溝の中に有機物が残ってしまう。
今回の技術を使用すれば、それらも綺麗に除去が出来た。 

依頼品名 サンプル① サンプル② 

強熱前重量(g) 39.8558 40.1399 

強熱後重量(g) 39.8556 40.1398 

減量(g) 0.0002 0.0001 

減少率（％） 0.001980 0.001060 

有機物量(ppm) 19.80 10.60 

引用：東京都産業技術研究所テスト依頼試験結果より 

写真提供：㈱スギノマシン 

ウォータージェット工法 

 
 
 

【特許出願中】 
発明の名称:「太陽電池モジュールのリサイクル方法」 

出願番号:特願2024-96820 
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新プロセスによる環境貢献 
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引用：AGC News Release 

引用：令和6年度 第25回定期総会 AGC株式会社 

新プロセス実施後のガラスカレットが 
AGC板ガラス向けに水平リサイクルの実現 

 ガラスカレットを使用することでCO2排出削減に繋がる 
CO２削減量 

カレット1tを利用することで、約0.6ｔの削減が可能 



既存プロセスとのCO2排出量の比較 

8 引用：環境省高度化法ケーススタディ 

https://www.env.go.jp/content/000317635.pdf


ご清聴ありがとうございました。 


